
 

 

 

 

多様な⽣物が⽣息・⽣育する環境づくりにチャレンジする 
⽣物多様性を保全・創出しよう！プロジェクト 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
新たな街並みが形成されていく⽩岡市において、これまで市⺠⽣活とともに育まれてきた⾃然の豊かさは、

より貴重なまちの資源となっていきます。8 割以上の市⺠が⾝近な環境を快適であると感じており、その傾
向は増加傾向にあります。 

市⺠アンケート調査では、⾝近な環境を「快適」とする理由としては、「駅やスーパー、学校などが近い」、
「緑が多く⾃然が豊か」、「静かで過ごしやすい」などが挙げられ、利便性の良さとともに、閑静な環境、⾃
然の豊かさが評価されています。 

また、⾃然を取り巻く社会情勢としては、「種の多様性」、「遺伝⼦の多様性」、「⽣態系の多様性」の⽣物多
様性の 3 つのレベルが豊かに保たれている社会を⽬指した⽣物多様性の保全が求められています。 

「彦兵衛下⼩笠原遺跡ふるさとの森（ひこべえの森）」では市⺠のいきもの調査が実施されていますが、多
様な⽣物が確認されており、⽩岡市の⾃然が豊かであることを⽰しています。⼀⽅、市内全体ではアライグ
マやミシシッピアカミミガメなどの外来⽣物が確認されており、⽣物多様性を保全していく上での課題とな
っています。 
 こうした背景を踏まえ、⽩岡市の新しい街並みと⾃然が共⽣し、多様な⽣物が⽣息・⽣育するまちを⽬指
した⽣物多様性の保全・創出に向けた取組を推進することとします。 
 
 
 
 
 
 
 

■⽣物多様性の３つのレベル 
 
 
 
 
 
 
 

⽣物多様性を保全・創出するための取組 
 

 多様な⽣き物の息づくまちをつくります！ 
 市内に⽣息する⽣き物などの調査を実施し、市⺠への情報提供を⾏います。 

 
 市⺠や関係機関と連携し、貴重な⽣物や在来種の保護、外来種の移⼊防⽌などの必要な保全

措置を図ります。 
 
 公園や学校などの公共⽤地については、⽣態系に配慮して⾃然環境の創造に努めます。 

 
 市⺠も⽣き物も安⼼して共⽣できる緑や⽔辺などの保全・創造を推進します！ 
 市⺠と協⼒し、「ふるさとの森」をはじめ、⾥⼭林、屋敷林、社寺林などの残された樹⽊・樹

林の保全・管理に努めます。 
 
 市街化区域内の農地を⽣産緑地制度等により保全し、都市の緑地空間の確保を図ります。 

 
 農業・農村が持つ多⾯的機能が維持・発揮されるよう、国や県の交付⾦制度を活⽤した取組を

進めます。 
 
 市内唯⼀のビオトープである柴⼭沼の維持管理に努め、親⽔空間の保全に努めます。 

 
 多⾃然型⼯法の採⽤による⾃然環境への配慮を河川管理者に働きかけ、河川等を整備・充実

し、⽔辺環境の保全・創造に努めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【種の多様性】 
鳥、魚、植物などいろいろな種
類の生きものがいること。 

【遺伝子の多様性】 
同じ種でも形や模様、生態な
どに多様な個性があること。 

【生態系の多様性】 
各地に森林、草地、河川など様々
なタイプの自然があること。 

リーディングプロジェクト２ 

【市⺠の取組の例】 
 減少傾向にある在来種の保全に努め、また外来

種についての情報や知識を共有し、むやみに動
物を放さないようにしましょう。 

 
 敷地内に実のなる⽊を植えるなどして、⿃や昆

⾍を守りましょう。 
 
 市内に⽣息する⽣き物に関⼼を持ち、保全する

意識を持ちましょう。 
 

【事業者の取組の例】 
 河川、森林、農地、湿地などが、様々な動植物

の⽣息基盤となることを認識し、⾃然環境の保
全に努めましょう。 

 
 建設事業等に当たっては、⽣き物や⽣態系に配

慮した⼯法を⽤いましょう。 
 
 外来⽣物などの有害⿃獣についての情報収集

に努め、駆除活動に協⼒しましょう。 

【数値⽬標】 
 
 市街化区域内の保存樹林の指定⾯積 

20,388 ㎡⇒現状維持 
 （R1） （R12） 

 
 市街化区域内の保存樹⽊の指定本数 

10 本⇒現状維持 
（R1） （R12） 

 
 公園緑地⾯積 

39.43ha⇒40.54ha 
（R1） （R12） 

 
 川の国応援団登録数 

6 団体⇒12 団体 
（R1） （R12） 
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